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関
かん
西
さい
国
こく
際
さい
センターの10年

ねん

国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
関
かん
西
さい
国
こく
際
さい
センター　総

そう
務
む
課
か
長
ちょう
内
うち
山
やま
直
なお
明
あき

はじめに

私
わたし
たちの関

かん
西
さい
国
こく
際
さい
センターは

大
おお
阪
さか
府
ふ
の南

なん
部
ぶ
にあります。この

土
と
地
ち
は、既

すで
に8世

せい
紀
き
の頃

ころ
から和泉

いずみ
と

呼
よ
ばれていました。建

たて
物
もの
は松

まつ
林
ばやし
の

続
つづ
く海

かい
岸
がん
沿
ぞ
いにあって、ここに

立
た
てば沖

おき
合
あい
5 kmにある関

かん
西
さい
国
こく
際
さい

空
くう
港
こう
がはっきり見

み
えます。

研
けん
修
しゅう
生
せい
が滞

たい
在
ざい
する宿

しゅく
泊
はく
棟
とう
は

地
ち
上
じょう
18階

かい
建
だ
てで、ラウンジの広

ひろ
い

ガラス窓
まど
はすべて海

うみ
に向

む
かって

開
ひら
かれています。空

くう
港
こう
の向

む
こうには

大
おお
阪
さか
湾
わん
から六

ろっ
甲
こう
、淡

あわ
路
じ
島
しま
が見

み
え、

振
ふ
り返

かえ
れば、吉

よし
野
の
や熊

くま
野
の
へ続

つづ
く

山
やま
並
な
みが広

ひろ
がります。世

せ
界
かい
遺
い
産
さん
に

指
し
定
てい
されている熊

くま
野
の
古
こ
道
どう
に続

つづ
く道

みち
も

残
のこ
されています。国

こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん

関
かん
西
さい
国
こく
際
さい
センターは、伝

でん
統
とう
文
ぶん
化
か
の

豊
ゆた
か な 関

かん
西
さい
地
ち
域
いき
に あ っ て 、

たいへん景
け
色
しき
のいいところに位

い
置
ち

しています。
関
かん
西
さい
国
こく
際
さい
センターの敷

しき
地
ち
の面

めん
積
せき
は20,716m2。鳥

とり
も遊

あそ
びに来

く
る広

ひろ
い中

なか
庭
にわ
と

周
しゅう
囲
い
の木

き ぎ々
は、四

し
季
き
の移

うつ
り変

か
わりを研

けん
修
しゅう
生
せい
に感

かん
じさせてくれます。センターは、

高
こう
層
そう
18階

かい
の宿
しゅく
泊
はく
棟
とう
と低

てい
層
そう
2階
かい
の事

じ
務
む
・図

と
書
しょ
館
かん
棟
とう
、研

けん
修
しゅう
棟
とう
からなり、145の

宿
しゅく
泊
はく
室
しつ
、LL教

きょう
室
しつ
を含

ふく
めて19の研

けん
修
しゅう
室
しつ
、4万

まん
冊
さつ
以
い
上
じょう
の蔵

ぞう
書
しょ
を有

ゆう
する図

と
書
しょ
館
かん
、

食
しょく
堂
どう
、ホール、そして事

じ
務
む
室
しつ
等
とう
があります。

設
せつ
立
りつ
の経

けい
緯
い
と目

もく
的
てき

世
せ
界
かい
における日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
は、1970年

ねん
代
だい
末
すえ
には十

じゅう
万
まん
人
にん
程
てい
度
ど
でしたが、

1993年
ねん
には162万

まん
人
にん
に達

たっ
しました。日

に
本
ほん
に関

かん
する興

きょう
味
み
の対

たい
象
しょう
は、科

か
学
がく
技
ぎ
術
じゅつ
から

政
せい
治
じ
経
けい
済
ざい
、さらにはマンガにまで大

おお
きく広

ひろ
がりました。それにつれて、

日
に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
も従
じゅう
来
らい
と比

くら
べてはるかに多

た
様
よう
となり、各

かく
専
せん
門
もん
の職
しょく
業
ぎょう
・研

けん
究
きゅう

分
ぶん
野
や
で実

じっ
際
さい
に役

やく
立
だ
つ高

こう
度
ど
な日

に
本
ほん
語
ご
力
りょく
を養

よう
成
せい
する専

せん
門
もん
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
の必

ひつ
要
よう
性
せい
が

叫
さけ
ばれるようになりました。

海
かい
岸
がん
のほうから見

み
た関

かん
西
さい
国
こく
際
さい
センター全

ぜん
景
けい
。

手
て
前
まえ
の屋

や
根
ね
は研

けん
修
しゅう
生
せい
が食
しょく
事
じ
をする食

しょく
堂
どう



これに応
こた
えるべく構

こう
想
そう
されたのが、私

わたし
たちの関

かん
西
さい
国
こく
際
さい

センターです。
関
かん
西
さい
国
こく
際
さい
センターの目

もく
的
てき
は以

い
下
か
の通

とお
りです。

○ 専
せん
門
もん
日
に
本
ほん
語
ご
研
けん
修
しゅう
の実

じっ
施
し

外
がい
交
こう
官
かん
、公

こう
務
む
員
いん
、研

けん
究
きゅう
者
しゃ
を対

たい
象
しょう
に、専

せん
門
もん
分
ぶん
野
や
別
べつ
に

高
こう
度
ど
かつ実

じつ
務
む
的
てき
な日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
を行

おこ
なう。また、

教
きょう
授
じゅ
法
ほう
や教
きょう
材
ざい
の研

けん
究
きゅう
開
かい
発
はつ
も進

すす
める。

○ 日
に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
奨
しょう
励
れい
研
けん
修
しゅう
の実

じっ
施
し

海
かい
外
がい
で日

に
本
ほん
語
ご
を学

まな
ぶ青

せい
年
ねん
層
そう
を主

おも
な対

たい
象
しょう
として、

彼
かれ
らの日

に
本
ほん
への関

かん
心
しん
と日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
の意

い
欲
よく
を高

たか
める。

関
かん
西
さい
国
こく
際
さい
センター設

せつ
立
りつ
構
こう
想
そう
は、1994年

ねん
2月
がつ
に政

せい
府
ふ
に

おいて決
けっ
定
てい
され、関

かん
係
けい
者
しゃ
の努

ど
力
りょく
によって、約

やく
3年
ねん
後
ご
の

1997年
ねん
5月
がつ
26日

にち
、高円宮

たかまどのみや
同
どう
妃
ひ
両
りょう
殿
でん
下
か
のご臨

りん
席
せき
のもとに

開
かい
所
しょ
式
しき
が行

おこ
なわれました。

地
ち
域
いき
との交

こう
流
りゅう

開
かい
所
しょ
式
しき
では、大

おお
阪
さか
府
ふ
知
ち
事
じ
等
とう
関
かん
係
けい
者
しゃ
から、関

かん
西
さい
国
こく
際
さい

センターが地
ち
域
いき
の国

こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
の拠

きょ
点
てん
となって、地

じ
元
もと
市
し
町
ちょう
村
そん

と協
きょう
力
りょく
しながら国

こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
、異

い
文
ぶん
化
か
理
り
解
かい
プログラムを

実
じっ
施
し
することを期

き
待
たい
する、との言

こと
葉
ば
が述

の
べられました。

それに応
こた
えるように、設

せつ
立
りつ
と同

おな
じ1997年

ねん
9月
がつ
にはセンター

周
しゅう
辺
へん
地
ち
域
いき
の自

じ
治
ち
体
たい
や民

みん
間
かん
の国

こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
団
だん
体
たい
によって

「関
かん
西
さい
国
こく
際
さい
センター研

けん
修
しゅう
生
せい
交
こう
流
りゅう
支
し
援
えん
協
きょう
議
ぎ
会
かい
」が設

せつ
立
りつ

されました。
この会

かい
は、「研

けん
修
しゅう
生
せい
と地

じ
元
もと
住
じゅう
民
みん
との交

こう
流
りゅう
を積

せっ
極
きょく
的
てき
に

推
すい
進
しん
し、もって国

こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
の進

しん
展
てん
に資

し
する」（同

どう
協
きょう
議
ぎ
会
かい

規
き
約
やく
）ことを目

もく
的
てき
にしています。同

どう
協
きょう
議
ぎ
会
かい
が主

しゅ
催
さい
する

恒
こう
例
れい
の催

もよお
し「ふれあい交

こう
流
りゅう
祭
さい
」のときは、各

かく
団
だん
体
たい
が

伝
でん
統
とう
芸
げい
能
のう
を披

ひ
露
ろう
したり、研

けん
修
しゅう
生
せい
たちが自

じ
分
ふん
たちの国

くに
や

文
ぶん
化
か
を紹
しょう
介
かい
したりします。子

こ
供
ども
たちにも異

い
文
ぶん
化
か
に触

ふ
れる

経
けい
験
けん
となり、会

かい
場
じょう
となるセンターは多

た
様
よう
な催

もよお
しで

賑
にぎ
わいます。
それ以

い
外
がい
にも各

かく
団
だん
体
たい
は、春

はる
のキャンプ、夏

なつ
祭
まつ
り、

ヨット体
たい
験
けん
、和

わ
太
だい
鼓
こ
体
たい
験
けん
、バレーボールやハイキング等

とう

多
た
彩
さい
な催
もよお
しを企

き
画
かく
し、積

せっ
極
きょく
的
てき
に研

けん
修
しゅう
生
せい
たちと交

こう
流
りゅう
して

います。センターとしても、異
い
文
ぶん
化
か
理
り
解
かい
や日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく

関
かん
係
けい
の催
もよお
しを開

かい
催
さい
しています。

当
とう
センターが、「関

かん
西
さい
国
こく
際
さい
センター」という正

せい
式
しき
の名

めい
称
しょう

ではなく、この地
ち
域
いき
ではむしろ「国

こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
センター」

と呼
よ
ばれるのも、地

ち
域
いき
の国

こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
に果

は
たしている役

やく
割
わり
が

大
おお
きいからと言

い
えましょう。

研
けん
修
しゅう
事
じ
業
ぎょう

センターが行
おこ
なっている研

けん
修
しゅう
事
じ
業
ぎょう
は、専

せん
門
もん
日
に
本
ほん
語
ご

研
けん
修
しゅう
と日

に
本
ほん
語
ご
奨
しょう
励
れい
研
けん
修
しゅう
以
い
外
がい
にも、地

ち
域
いき
貢
こう
献
けん
・協

きょう
力
りょく
の

一
いっ
環
かん
として、地

ち
方
ほう
自
じ
治
ち
体
たい
や公

こう
的
てき
機
き
関
かん
が実

じっ
施
し
する事

じ
業
ぎょう
の

うち主
おも
に日

に
本
ほん
語
ご
研
けん
修
しゅう
を共
きょう
同
どう
で行
おこな
うプログラムもあり、

それは地
ち
域
いき
交
こう
流
りゅう
研
けん
修
しゅう
と呼

よ
ばれています。大

おお
阪
さか
府
ふ
に着
ちゃく
任
にん

して間
ま
もないJETプログラム（注1）参

さん
加
か
者
しゃ
のための研

けん
修
しゅう

などがこれに含
ふく
まれます。

また最
さい
近
きん
は、当

とう
センターに蓄

ちく
積
せき
された専

せん
門
もん
日
に
本
ほん
語
ご

研
けん
修
しゅう
のノウハウに対

たい
する評

ひょう
価
か
の高

たか
まりを反

はん
映
えい
して、

国
こく
内
ない
外
がい
の外

がい
部
ぶ
機
き
関
かん
から当

とう
センターでの研

けん
修
しゅう
を要

よう
請
せい
される

ことも多
おお
くなってきました。当

とう
センターでは制

せい
度
ど
を整

せい
備
び

して、今
こん
後
ご
できる限

かぎ
りこのような研

けん
修
しゅう
も増

ふ
やしていこうと

しています。
各
かく
研
けん
修
しゅう
の参

さん
加
か
者
しゃ
が当

とう
センターに滞

たい
在
ざい
する期

き
間
かん
は、

研
けん
修
しゅう
ごとに数

すう
日
じつ
間
かん
から8ヶ月

げつ
まで様

さま ざ々ま
ですが、1997年

ねん
の

開
かい
所
しょ
以
い
来
らい
現
げん
在
ざい
までに延

の
べ4,710人

にん
が当

とう
センターで研

けん
修
しゅう
を

受
う
けました。当

とう
センターでの研

けん
修
しゅう
を受

う
けてすぐに在

ざい
京
きょう
の

大
たい
使
し
館
かん
に勤

きん
務
む
する人

ひと
も出

で
てきましたから、これからは

関
かん
西
さい
弁
べん
も話

はな
せる外

がい
交
こう
官
かん
が日

に
本
ほん
で活

かつ
躍
やく
することが期

き
待
たい

されます。

開
かい
所
しょ
式
しき
にご臨

りん
席
せき
になるため、センターに到

とう
着
ちゃく
した高円宮

たかまどのみや
殿
でん
下
か

（左
ひだり
から２人目

め
）と同

どう
妃
ひ
殿
でん
下
か
（同

どう
３人

にん
目
め
）

ふたり

ふたり

ふれあい交
こう
流
りゅう
祭
さい
の様

よう
子
す
。子

こ
供
ども
たちとインドネシアからの研

けん
修
しゅう
生
せい
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「日
に
本
ほん
語
ご
でケアナビ」

少
しょう
子
し
高
こう
齢
れい
化
か
の進

すす
む日

に
本
ほん
の社

しゃ
会
かい
で、看

かん
護
ご
・介

かい
護
ご
を支

ささ
える

人
じん
材
ざい
不
ぶ
足
そく
は大

おお
きな問

もん
題
だい
となっています。日

に
本
ほん
と各

かっ
国
こく
の

経
けい
済
ざい
連
れん
携
けい
協
きょう
定
てい
に基

もと
づき、これからは看

かん
護
ご
・介

かい
護
ご
の技

ぎ
能
のう
を

持
も
つ外

がい
国
こく
人
じん
が日

に
本
ほん
でも貴

き
重
ちょう
な人

じん
材
ざい
になるかもしれません。

当
とう
センターでは、そのような外

がい
国
こく
人
じん
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
のため、

2005年
ねん
4月
がつ
から「看

かん
護
ご
・介

かい
護
ご
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
支
し
援
えん
データ

ベース」開
かい
発
はつ
プロジェクトを開

かい
始
し
しました。既

すで
に専

せん
門
もん
を

持
も
っている人

ひと
たちが外

がい
国
こく
語
ご
として日

に
本
ほん
語
ご
を勉

べん
強
きょう
する

場
ば
合
あい
に、どのように学

がく
習
しゅう
支
し
援
えん
を行

おこ
なったらいいかと

いう点
てん
で、当

とう
センターに蓄

ちく
積
せき
されたノウハウは、この

プロジェクトを進
すす
める上

うえ
でも生

い
かされました。

2007年
ねん
7月
がつ
、このデータベースは「日

に
本
ほん
語
ご
でケアナビ」（注2）

という名
な
前
まえ
で一

いっ
般
ぱん
に公

こう
開
かい
されました。日

に
本
ほん
語
ご
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ
、

学
がく
習
しゅう
支
し
援
えん
者
しゃ
、周
しゅう
囲
い
の職
しょく
場
ば
の人

ひと び々と
など多

た
彩
さい
な利

り
用
よう
者
しゃ
の

ニーズに応
こた
えることを目

め
指
ざ
して、様

さまざ々ま
な工

く
夫
ふう
を凝

こ
らした

このサイトは、公
こう
開
かい
直
ちょく
後
ご
から広

ひろ
く注
ちゅう
目
もく
されるようになり、

2008年
ねん
1月
がつ
末
まつ
でアクセス数

すう
は40万

まん
件
けん
を超

こ
えました。

「ひらく・つなぐ・つくる日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
の現

げん
場
ば
」

2008年
ねん
3月
がつ
8日
か
センターは、10年

ねん
間
かん
の経

けい
験
けん
を踏

ふ
まえて、

日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
シンポジウム「ひらく・つなぐ・つくる

日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
の現

げん
場
ば
」を開

かい
催
さい
しました。これには200名

めい
を

超
こ
える参

さん
加
か
者
しゃ
がありました。

日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
の現

げん
場
ば
であるセンターを地

ち
域
いき
に対

たい
してどう

「ひらく」のか、外
がい
交
こう
官
かん
、研

けん
究
きゅう
者
しゃ
、看

かん
護
ご
・介

かい
護
ご
従
じゅう
事
じ
者
しゃ

などの専
せん
門
もん
日
に
本
ほん
語
ご
研
けん
修
しゅう
において、どのように専

せん
門
もん
分
ぶん
野
や

と日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
を「つなぐ」のか、そしてインターネット

を利
り
用
よう
して日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
支
し
援
えん
ツールをどのように

「つくる」か、ということをテーマに、様
さま ざ々ま

な実
じっ
践
せん
に

ついて皆
みな
で考
かんが
えました。

分
ぶん
科
か
会
かい
に先

さき
立
だ
つパネルディスカッションでは

「『日
に
本
ほん
語
ご
でケアナビ』と実

じっ
践
せん
的
てき
コミュニティー」と

題
だい
して、「日

に
本
ほん
語
ご
でケアナビ」の開

かい
発
はつ
、公

こう
開
かい
、共
きょう
有
ゆう
に

係
かか
わった各

かく
領
りょう
域
いき
の関

かん
係
けい
者
しゃ
の経

けい
験
けん
が語

かた
られました。実

じっ
際
さい
に

使
つか
う立

たち
場
ば
にあるフィリピン人

じん
ホームヘルパーからの

発
はっ
表
ぴょう
もあって、参

さん
加
か
者
しゃ
の関

かん
心
しん
を集

あつ
めました。

ケー君
くん
シーちゃんは、このシンポジウムのために

生
う
まれた、私

わたし
たちのマスコットキャラクターです。

これまでの10年
ねん
とこれからの10年

ねん

関
かん
西
さい
国
こく
際
さい
センターが設

せつ
立
りつ
された1997年

ねん
、アジアでは

経
けい
済
ざい
危
き
機
き
が起

お
こりました。この影

えい
響
きょう
で政

せい
府
ふ
は財

ざい
政
せい
構
こう
造
ぞう

改
かい
革
かく
を行
おこな
い、国

こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
の予

よ
算
さん
も1997年

ねん
をピークとして

次
し
第
だい
に縮
しゅく
小
しょう
され、2007年

ねん
度
ど
の予

よ
算
さん
は1997年

ねん
度
ど
に比

くら
べて

約
やく
20％、44億

おく
円
えん
少
すく
なくなっています。

しかし他
た
方
ほう
、同

おな
じ10年

ねん
の間
あいだ
に世

せ
界
かい
の日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の

数
かず
は大

おお
きく増

ふ
え、一

いっ
層
そう
多
た
様
よう
化
か
してきました。2006年

ねん
の

調
ちょう
査
さ
結
けっ
果
か

（注3）によると、世
せ
界
かい
133カ国

こく
で298万

まん
人
にん
が

日
に
本
ほん
語
ご
を学

がく
習
しゅう
しており、その数

かず
は10年

ねん
前
まえ
の1 . 5倍

ばい
に

なっています。予
よ
算
さん
の削

さく
減
げん
という厳

きび
しい状

じょう
況
きょう
のもとで、

日
に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の数

かず
の増

ぞう
大
だい
と多

た
様
よう
化
か
に対

たい
してどう

応
こた
えようとするのか、国

こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
の日

に
本
ほん
語
ご
事
じ
業
ぎょう
全
ぜん
体
たい

にとって、そして関
かん
西
さい
国
こく
際
さい
センターにとっても、この

10年
ねん
はそのような難

むずか
しい課

か
題
だい
に取

と
り組

く
んだ10年

ねん
でした。

この厳
きび
しい状

じょう
況
きょう
はまだ続

つづ
くと思

おも
われます。しかし

私
わたし
たちは、これまでにセンターに蓄

たくわ
えられた有

ゆう
形
けい
無
む
形
けい
の

財
ざい
産
さん
を活

かつ
用
よう
して、新

しん
規
き
事
じ
業
ぎょう
の可

か
能
のう
性
せい
も探

さぐ
りながら、

世
せ
界
かい
での日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
のニーズの高

たか
まりに応

こた
えて行

い
きます。

そして、世
せ
界
かい
の日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
から、いつまでも愛

あい
され

頼
たよ
りにされる存

そん
在
ざい
でありたいと願

ねが
っています。

国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
関
かん
西
さい
国
こく
際
さい
センター

http://www.jpf.go.jp/j/kansai/
注1）JETプログラム
「語

ご
学
がく
指
し
導
どう
等
とう
を行

おこな
う外

がい
国
こく
語
ご
青
せい
年
ねん
招
しょう
致
ち
事
じ
業
ぎょう
」（The Japan

Exchange and Teaching Programme）の略
りゃく
称
しょう
で、地

ち
方
ほう

公
こう
共
きょう
団
だん
体
たい
が総

そう
務
む
省
しょう
、外

がい
務
む
省
しょう
、文

もん
部
ぶ
科
か
学
がく
省
しょう
及
およ
び財

ざい
団
だん
法
ほう
人
じん

自
じ
治
ち
体
たい
国
こく
際
さい
化
か
協
きょう
会
かい
（CLAIR）の協

きょう
力
りょく
の下

もと
に実

じっ
施
し
しています。

http://www.jetprogramme.org/j/introduction/index.html
注2）日

に
本
ほん
語
ご
でケアナビ

http://www.nihongodecarenavi.jp
注3）国

こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
海
かい
外
がい
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
機
き
関
かん
調
ちょう
査
さ

http://www.jpf.go.jp/j/japanese/survey/result/index.html

パネルディスカッションの模
も
様
よう
。介

かい
護
ご
用
よう
語
ご
の英

えい
訳
やく
について

専
せん
門
もん
家
か
から発

はっ
表
ぴょう
。

ケー君
くん
（左
ひだり
）とシーちゃん（右

みぎ
）
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